
聰 トロンプロジェク ト国際シンポジウム開催 昨

年の11月 26日 と27日 の両 日,第 8回 の トロン

プロジェクト国際シンポジウムが,社団法人 トロ

ン協会の主催 江EEE Computer SOcietyの co‐

operadonの元で,外苑前の TEPIAホ ールにお

いて開催された。 トロンプロジェク`卜は,情報科

学科坂村研究室を中心に進められている,分散 リ

アルタイムアーキテクチャに基づ くコンピュータ

の体系を構築するための研究プロジェクトである。

シンポジウムには,海外からの参加者を含めて

約 300人 の参加者が集まった。6つ のセッション

で合計 20件の論文が発表され, トロンプロジェ

クトに関わる最新の研究成果が報告され,活発な

議論が交わされた。シンポジウムのプロシーディ

ングスは,IEEE ComputeF SOCiety Press から

出版されている。

この前週の 21日 と22日 には,併設の展示会で

ある TRONSHOW'91 とプロジェクトに関する

チュー トリアルが,ラ フォーレミュージアム赤坂

において開催され,多数の来場があった。

なお,次回のシンポジウムは,今年の 12月 1

日から4日 に開催される予定である。

坂村 健,11月 (情報 )

蒻糖鎖生物学における最近の 2つの発見 我々は

先に糖タンパク質分子中にシアル酸に代わる新し

い単糖残基 (デアミノノイラミン酸 :KDN)の
存在を見出した[」 .Bi01.Chem.261,11550-11557

(1986)]。 複合糖質に基本的に新規な単糖残基が

見出されるのは50年に一度有るか無いかの出来

事である [Blomembrane llllsitllte(シ ア トル)

の箱守仙一郎教授の言 ]。 表記の第一の発見 は

KDNを 含むスフィンゴ糖脂質 (KDN― ガング

リオシ ド)の存在 を見出 したことである [」 .

Blol.Chem 266,21929-21935(1991)].KDN―

複 合糖 質 は今後 広 く活 用 され糖 鎖 生物 学

理学部研究ニュース

(glycobiology)の 発展に大 きな寄与をすることが

期待されている。第二の発見は糖タンパク質から

アスパラギン結合型糖鎖を除去する反応[・
¨

―Asn(糖鎖 )― "。 → ・̈―Asp一 "・ 十糖鎖 ]を 触

媒する酵素の存在を動物細胞中に初めて見出した

ことである[」 Blol.Chem 266,22110-22114

(1991)]。 タ ンパ ク質 の翻 訳 後 修 飾 として の

N― glycOsylajonは よく知 られているが、再修飾

i≦ 亀 閾 槽 1凛 理
y℃

観 像
「 EO

発現されていることは,N― glycosylation/de―

N― glycosylationシ ステムがタンパク質の細胞

内変位・機能構造の形成・機能制御などに重要に

関わっていることを示唆するものである。これら

2つ の発見には中国からの留学生子松 (Yu song;

Dl)さ んと瀬古玲君 (D2)が それぞれ主要な役割

を果たした。

井上康男,12月 (生物化学)

蒻不安定系におけるソリトンと新 しい非線形発展

方程式 非線形効果と分散効果の釣 り合いによっ

て安定なパルス状の波動 (ソ リトン)が伝播する

ことはよく知られている。私達のグループは,ソ

リトンが存在する他の機構 として,不安定性 と非 0
線形性の競合を提唱してきた。単色光の振幅変調

を例にとると,従来から研究されてきた非線形シュ

レディンガー方程式の代 りに,時間 tと 空間χと

が入れ換った非線形発展方程式が得られる。この

方程式を,「不安定非線形シュレディンガー方程

式」 (以下,UNLS方程式 と略す)と 命名した。

既 に,電 子 ビーム・ プ ラズマ系 において,

UNLS方程式が予言するソリトンが存在するこ

とが験証されている。線形成長率が波数とともに

上限なく増大する,と いう意味でUNLS方程式

の初期値問題は,「不適切 (ill― posed)Jと なっ

ている。この問題を解決するには,物理系に戻 り
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次のオーダーで最も発散する項を選び出せばよい

ことを明らかにした。数値計算を可能にするとと

もに, こうして導びかれた新しい非線形発展方程

式は,ソ リトン現象 とカオス現象の関係を議論す

る上で重要な役割を果たすと期待される。

以上は,科研費国際学術交流の一環として,米

国コロラド大学 M.J.Ab10witz,H.Segur両 教授

との共同研究による成果であり,論文として報告

された(ll171.Wadati et al.」 .Phys.SOc Jpn v01.61,

No4,1992)。 和達三樹,2月 (物理 )

. に言翼駆項
造
3譴憬T蒐恣免[喜1期層

ルベ ン分子 H(ln― C6H4C:)nC6H5で,記録的な高

スピン種 (S― n=4,5)を 実現 してきたが,

最近擬 2次元の拡がりをもつ高スピン分子 1,3,

5-lH(m― C6H4Cう n/3〕 3C6H3の合成に成功し 磁化

率の測定から,n=6,9で はそれぞれ基底十三

重項および十九重項であることを確認することが

できた。分子間には,弱い反強磁性的相互作用が

認められた。極低温で対応するヘキサおよびノナ

ジアゾ化合物の光分解により合成するが,生成す

るスピンの量および多重度に顕著な紫外線の波長

効果,温度効果などが認められた。この反応は段

階的に進行しているようであり,反応機構に関し

て興味ある課題が含まれている。この成果の一部

のアミノ酸残基の N末端側にもC末端側にも,

シグナル伝達に必須な残基が数多 く存在すること

を明らかにした。他方,GTP結合型では,タ ー

ゲットと相互作用する残基 とGTPの 加水分解に

関与する残基の多 くについて,複数のコンホメー

ションをとる多形性が見いだされ,Rasタ ンパク

質の多機能性 との関連が示唆された。さらに,特

定のコンホメーシヨンに固定され,こ れと対応し

て多機能性を失った複数の変異体を得ることがで

きたので,こ れらを用いて,Rasタ ンパク質の機

能 と高次構造 との対応を明らかにしたいと考えて

いる。武藤 裕,吉垣純子,小出 寛,山崎和彦,

伊藤 隆,自水美香子,小野塚昭,小塩尚代,外

山洋一,横山茂之,2月 (生物化学)

聰ホルモンとペプチダーゼ 内分泌の分野では,

ホルモン自体あるいはホルモン受容体の研究,ま

たホルモンによって誘導される第ニメッセンジャー

の研究などが非常に進歩している領域である。と

ころが女性ホルモンなどのように標準器官に顕著

な形態変化を誘導するホルモンの場合,そ こには

多くの酵素類が介在している。しかし残念ながら,

それら酵素系については解析するのに好都合な実

験系が少ないため,それほど盛んに研究されてい

るわけではない。最近,生化学教室の高橋孝行講

師から,ペプチド鎖のプロリンーXを特異的に

切断するプロリルエンドペプチダーゼ活性がブタ

の卵巣で非常に高いことが半」明したので,こ の酵

素活性を生殖輸管系で調べてみないかという共同

研究のお話があった。我々としても興味あるテー

マと考えマウスを材料 とし,二種の酵素について

卵巣 と子宮で調べることにした。その結果,プロ

リルエンドペプチダーゼの活性は女性ホルモンと

黄体ホルモンにより上昇し,ジペプチジルペプチ

ダーゼの活性は女性ホルモンにより抑えられるこ

とを見いだした。特にこれら両酵素とも分娩の際,

子宮筋層の収縮に関係すると考えられるペプチド

ホルモンを切断することが知られているので,子

宮機能 と密接に関係していることが推察される。

10は,J Am.Chem So0 114巻 4号 1484頁 (1992

年)に公表された。

さらに大 きな拡がりをもつ “Starburst"型構造

を実現する合成法の開発が進んでいる。

岩村 秀,2月 (化学)

聰ヒトのがん遺伝子産物 Rasの動的機能構造

Rasタ ンパク質は 1分子の GDPま たはGTPを

結合 しているが,GTP結合型のみが,細胞の増

殖や分化に関わる細胞内シグナル伝達活性を発現

すると考えられている。私たちは,位置特異的変

異法および高次構造の NMR解析により,従来

「エフェクター領域」と呼ばれてきた32-40番
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今後,酵素の子宮内分布などを調べることで,そ

の生理作用を明らかにするつもりである。守 隆

夫,大田尚志,(動物)高橋孝行 (生物化学)2
月

晰酵母変異を相補できる高等生物遺伝子 ヒトや

マウスのcDNAラ イブラリーから酵母遺伝子 と

相同な遺伝子が単離され,酵母変異を相補できる

例が相次いでいる。最近,我々は高等植物イネの

cdc2キ ナーゼを2種類単離 し,そ のうちの一つ

は出芽酵母の cdc2を コー ドするcdc28温 度感受

性変異を相補することができた (HashimOtoら ,

Mol.Gen.Gen,in press,1992)。 ゲノムサイズの

小さい酵母では,一種類の cdc28キ ナーゼが Gl

期 とG2期,それぞれに特異的に発現するサイク

リンと複合体を作 り,それぞれの時期に特有な標

的タンパクをリン酸化すると考えられている。し

かし,標的タンパクについては,ほ とんど判って

いない。高等生物の場合,複数の cdc2類似タン

パクと,種々のサイクリンが存在し,その組み合

わせを考えただけでも,複雑さをうかがい知るこ

とができる。様々な分子遺伝学的実験系の組める

酵母を利用し,高等生物の理解への足がかりとし

ている現状をみるにつけ,今,必要なのは,酵母

遺伝子の機能をくわしく解明することと思われる。

菊池淑子,2月 (植物)

蝙疾病の民族疫学 1980年代にヒトのレトロウ

イルスが発見された。ヒトのTリ ンパ球を自然

宿主 とするHTLVで ある。このウイルスは,主
に母茅し,ま た性行為によって感染するため,遺伝

するようにさえ見える一方,生活様式によって感

染率は変化する。その分布は人種・民族に特異的

パタンを示し, 日本,ア フリカ,カ リブ沿岸を常

在地とすると言われていた。このウイルスの世界

分布地図を描 く目的で,過去 10年疫学調査をお

こなってきた。近年,北・中 。南インドで 3000

人近 くの検索をしたところ,1991年南インドで

ウイル ス陽性 自血病 患者 (Lancet,1991,338:

380-381),キ ャリアー (」 .AIDS,in pre∬ )を

見だした。多様な民族・文化の交錯するインド亜

大陸ゆえ,さ らに 1992年 2月 に lヶ 月間南アジ

アの調査をおこない,HTLVキ ャリアーからウ

イルスゲノムを分離しその系統関係を明らかにす

ることによって,民族の移動・交流,生活様式の

変化等を考えようというものである。石田貴文,

2月 (人類)

蒻第四紀における日本海海洋環境変化 1989年

夏の国際深海堀削計画 (ODP)日本海航海で採

取された深海堆積物は,日本海成立以来の海洋環

境の変動を記録している。特に,250万年前から

現在までの堆積物には,明色 と暗色のリズミカル

な縞模様が発達し,日本海の海洋環境が数千年か

ら数万年の周期で大きく変動したことを示してい

る。その変動の機構を調べるため,過去 75万年

間の堆積物を詳 しく分析 した。その結果,過去

75万年間の日本海の海洋環境は,汎世界的氷河

性海水準変動の影響を強 く受け,究極的にはミラ

ンコビッチサイクル (地球軌道要素の周期的変化)

に支配されていたことがわかった。即ち,現在の

ような間氷期の高海水準期には対馬暖流の流入に

より日本海内表層水の塩分濃度が上昇して深層水

が形成されたため,深層水は非常に酸化的になっ

た。また湧昇が活発であったため,表層の生物生

産性は比較的高かった。一方,氷期の低海水準期

には,対馬暖流の流入はやみ,周囲の陸地からの

淡水の流入により表層水の塩分濃度が低下して密

度成層が強化され,深層水の形成は停止した。そ

の結果,深層水は硫化水素が発生するほどに還元

的となった。また,湧昇が不活発であったため,

表層における生物生産性は低かった。多田隆治,

2月 (地質)

レ南極産ユークライ ト隕石中にジルコンの結晶を

発見 南極やまと山脈で発見されたユークライト

隕石 Y-791438に おける微少領域の組織を分析

走査電子顕微鏡,電子プローブX線分析装置に

●

の
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よつて検討した。その結果 Y-791438は 普通ユー

クライト的組織 と集積岩ユークライ ト的組織を合

わせ持っている,い ままでにない特徴を有する隕

石であることが解った。また最も特記すべきこと

は,ユークライ トでは例のない大型のジルコンの

結晶が発見されたことである。このジルコンはマ

グマの分化過程の最終残液が固結した付近に存在

し大きさは30μ mに およぶ。このジルコンの年

代力ST,R.Ireland(The Atlstralian National

University)に よって453(2)億年 と決定された。

ユークライ ト中のジルコンの年代が決定されたの

は初めてである。このようなY-791438隕石の

特殊性はユークライ ト母天体における物質進化プ

ロセスの解明の足掛 りとなろう。なお, この研究

は 1989年,1992年 の Lunar and Planetary Sci‐

ence Conferenceで 発表された。佐伯和人,田賀

井篤平,武田 弘,2月 (鉱物)

は社会理学としての地理学 近年,生活の豊かさ

とか生活の質に関する議論が盛んであるが,実の

ところ人はどのように暮らしているのかといった

素朴な疑間に対しては,わかっているようでわか

らないところが多い。筆者らのグループは,こ う

した疑間に答えるため,活動日誌法という手法を

用いて日常生活の詳細記録を全国各地で採集して

きたが,日 常生活の行動圏に関し,以下のような

地理学は自然現象から人文現象まで幅広い分野を

視野にいれているが,真理の追求という目的意識

は共通であり,諸学の基礎 としての理学の一端を

担っている。川口太郎,1月 (地理)

晰渓流沿い植物の進化と適応 植物はそれぞれ自

分の生育環境に適応しつつ進化する。漢流沿い植

物は,降雨後の高水位 と晴天時の低水位の間の,

定期的に増水した濁流中に水没する河川の川床 。

堤にのみ生育し,ふつうの陸上には存在しない。

したがって,周期的に流水圧を受けるという単純

な淘汰圧をもつ特殊環境に適応している。このよ

うな環境は湿潤熱帯で最もよく発達しているので,

筆者 らは1989年 からボルネオで現地調査を,国

内でも関連の研究を行っている。従来,ボルネオ

には12種の漢流沿いシダ植物が分布することが

わかっていたが,今回の調査によって 1つの川を

半日調査しただけでも13種が発見されるなど,

実際は数倍の種が存在するほど多様であることが

確かめられた。また,漢流沿い植物は近縁の陸生

種に比べて,葉の生長期が短 く,葉細胞数が少な

く,細胞の伸長の程度も低い,そ の結果漢流沿い

植物に特有の,水流抵抗の小さい流線形の,幅が

狭い葉がつくられることになる。これから,漢流

沿い植物の狭葉は生長期の短縮を伴なう異時性進

化によって生じたと推定され,そ の特殊化のため

に葉面積や葉肉の細胞間隔が小さくなって,か えっ

て光合成能が低下し,ふつうの陸上では競争に勝

てなくなっている一因になっているのだろう。

加藤雅啓,1月 (植物園)

錮プロープ反応で触媒の反応サイ ト構造を探る

固体表面や有機金属錯体で起こる様々な触媒反応

の活性や選択性を支配する因子を解明し,それら

を自由にコントロールするためには,反応サイ ト

の構造を探ることが不可欠である。近年,種々の

分光法の目ざましい発展は,その原子スケールで

の議論を可能にしているが,実際の触媒反応が分

光法で観演1さ れたサイ ト上で常に進行していると

OD 知見を得た。個々人の外出 (ト リップ)距離を確

率密度関数に当てはめると,自宅から約 0.5 1on,

5～7 1cmの 2地点で遷移点がみられ,日 常生活の

行動圏は大きく3圏に分離できる。つまり徒歩を

中心とした I圏,自家用車の利用が主たるⅡ圏,

そして公共交通によるⅢ圏である。このような圏

区分には大都市部も農村部もそれほど大きな違い

はなく,いわば今日のわが国では普遍的なものと

いってもよい。こうした圏区分は,我々の日常感

覚にも合致するが,データの解析に基づいて数量

的に示した研究は他に例をみず,都市計画などの

分野でそれぞれの圏域の特性に応じた施設配置を

検討する際の理論的な背景を提供するものである。

―-49-―



は限らない。 この点を明確にするためには,種々

の分光法を駆使すると同時に,適切なプローブ分

子の反応サイ トでの振 る舞いを トレーサー法でモ

ニターすることが重要である。我々はプロピレン,

ブテンやメチルアミンなどをプローブ分子 とし,

重水素を トレーサーとして反応サイ ト上で同位体

交換反応 を行わせプローブ分子中の D化の位置

をマイクロ波分光法で決定することにより,真の

反応サイ ト構造を探 る研究を行っている。

例えば 2種類の反応サイ トにおけるプローブ分

子の挙動 (反応中間体の構造)が異なる場合, こ

の方法を適用すれば,それらを組み合わせた複合

触媒でどちらが主反応サイ トかを識別出来るはず

である。合金触媒のバルク組成 と表面組成が著し

く異なることはよく知られているが,最新の表面

分光法を駆使しても,表面第一層の構造 と反応性

を決めることは容易ではない。我々は VIII― IB

族合金触媒に対 しプローブ反応法を適用し,従来

の定説とは異なり,VIⅡ 族金属で修飾されたIB

族金属が主反応サイ トになっていることを明らか

にした。又,金属原子が数個集まってできる金属

クラスター錯体は,金属表面 との構造上の類似性

からその反応性に興味が持たれてきた。我々は

Rhや Ruの カルボニルクラスター錯体 とRh,

Ru金属表面についてプローブ反応法を適用し両

者が異なった反応挙動を示すことを明らかにした。

今後,表面構造のよく規定された単結晶や有機金

属錯体で配位子を系統的に変化させた系でこの方

法を検討することにより,触媒作用の本質に迫る

知見の得 られることが期待される。内藤周式,2
月 (ス ペクトル化学)

や近赤外スペク トルイメージが明らかにする銀河

スケールでの星形成 宇宙を形成している多数の

銀河の主要構成要素は恒星である。銀河の形成及

び成長・進化を理解するためには銀河スケールで

の星形成及びその銀河構造に与える影響を解明す

る必要がある。私達が 1990年 より開発を進めて

いた近赤外イメージグ・ ファプリペロ (FINAC;

Fabry― Perot lmager fOr Near一 InfraFed Ast‐

rop"ics at CRL l.5m TelescOpe)が ほぼ完成

し,1992年 1月 より本観瀬1を行 っている。 これ

は通信総合研究所 (小金井)15m望 遠鏡に装着

されてお り,銀河系内拡散天体 (HⅡ 領域,星
形成領域,反射星雲,惑星状星雲,超新星残骸な

ど)の物理・空間構造,さ らに系外銀河での星形

成 (質量関数,ヒ ス トリー)や星間物質の化学進

化などを研究するための 2次元分光システムであ

る。1月 の観測では,オ リオン大星雲,超新星残

骸 IC443,そ してスターバース ト銀河 M82な ど

で H2,H輝 線の 2次元像が得 られたが,一例 と

して,オ リオン星形成領域での H2輝線のデータ

を示す。 これは原始星からの分子流が周囲のガス

に激 しくぶつか り衝撃波を形成 している場所で,

フィラメント状の微細構造 も鮮明に写 し出されて

いる。田中培生,2月 (天文研 )
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